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　横浜市会の平成 30 年第 3 回定例会において平成 29 年度決算を審査する特別委員会が設置され、
仁田まさとし市議は港湾局審査で質問しました。その中で、帆船日本丸の大規模改修や新港 9 号客船ター
ミナルの整備などを取り上げました。

　国産初の大型ディーゼルエンジンが搭
載され、リベット構造という造船技術史
上貴重な価値を有する帆船日本丸は、昨
年 9 月に国の重要文化財に指定されまし
た。船齢88年を超え老朽化が進むことか
ら大規模改修されることとなり 2020
年の東京五輪・パラリンピック前の公開
を目指します。
　大規模改修にあたって、重要文化財と
しての価値と安全性の両立、技術の保全・
保存と継承する人材の確保、改修への市

民の機運を
高め資金確
保に努める
こと等を求
めました。

　明治時代後期から大正時代にかけて整備され近代港
湾発祥の地である新港ふ頭に、新たな客船ターミナルの
整備が進められ、横浜開港 160 周年の明年秋の竣工を
目指します。
　また、その先には、100 年以上前に建造された大型港
湾荷役機械「ハンマーヘッドクレーン」があり、過日、土
木学会の土木選奨遺産に認定されました。それを保存
し、2020 年春に向けてその周辺を「ハンマーヘッド

パーク」として開港の
歴史を感じられる緑地
に整備されることが明
らかとなりました。

決算特別委員会で港湾局を審査決算特別委員会で港湾局を審査
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昭和 31 年 8 月　横浜市南区に生まれる
昭和 44 年 3 月　横浜市立大岡小学校卒業
昭和 47 年 3 月　私立浅野中学校卒業
昭和 50 年 3 月　私立浅野高校卒業
昭和 54 年 3 月　横浜国立大学工学部卒業
昭和 54 年 4 月　株式会社巴川製紙入社
　　　　　　　　 記録材料関連の研究開発および
　　　　　　　　 新規事業の企画・事業化に従事
　　　　　　　　 電子情報通信学会会員、
　　　　　　　　 画像電子学会論文編集委員を歴任

平成 6年 11 月　株式会社巴川製紙退社
平成 7年  4 月　横浜市会議員に初当選
　　　　　　　　　　　　 （現在6期目）

【議会役職】
建築・都市整備・道路委員会 委員
減災対策推進特別委員会 副委員長
【党役職】
県本部幹事会会長、同 南支部長
東海道方面本部副本部長

【家族】
妻と一男二女、母
【血液型】
Ｂ型
【座右の銘】
疾風に勁草を知る

横浜市会議員〔南区選出〕
動く、創る、変える。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
●

●子育て世代包括支援センターの展開
●母子保健コーディネーターの
　モデル配置
●小児医療費助成制度の対象年齢拡大
●保育・教育コンシェルジュの設置
●防災・減災推進員の創設
●防災ヘルメットの小学生への支給
●地域防災拠点の資機材の見直し
●健康寿命延伸施策の推進

●認知症サポーター養成の推進
●救急電話相談の開設と拡充（＃7119）
●「あんしん入居事業」の創設と拡充
●家庭ごみの「ふれあい収集」の実施
●アレルギーセンターの設置と拡充
●省エネ、再エネ、水素の利活用の推進
●南区総合庁舎のエネルギーの自立化と
　省エネ化
●横浜市国際平和の推進に関する条例の制定

が実現した【横浜市会公明党の主な実績】

　１０月４日より、市内全域で個人が所有するコンク
リートブロック塀等の改善工事を対象とした補助制
度が新たにスタートしました。
　対象は、①ブロック塀等の除却工事：多くの人が
通行する道路に面する塀などで、高さが１ｍ以上かつ
個人所有のものについて、原則、全て除去する場合
②軽量フェンス等の新設工事：除去工事とセットで

軽量なフェンスや門または生垣を設置する場合です。
　補助率は、①が対象工事費の9/10②が対象工事
費の 1/2、上限額は３０万円（ただし、新設工事は
除却工事と合わせた上限額）です。

　公明党市議団は、平成4年に初めて無料化を主張して以来、一貫
して制度の拡充を求めてきました。
　平成7年1月に0歳児の入院と通院が無料化、19年4月には対
象が就学前まで、さらに24年9月に小学1年、27年10月には小学
3年、29年4月には小学6年まで拡大。来年4月には中学3年まで
対象が拡大します。小学4年から中学3年については、1回の診療
で上限500円の自己負担が求められます。引続き、全額助成、所得
制限の緩和・撤廃を求め、さらなる制度の充実を図ってまいります。

●学校施設のブロック塀の安全対策　
　6 月に行った緊急調査に続いて、技術職員による専門点検を実施。その結果、現行の建築基準法
に合致しないブロック塀等を有する学校が61校あることが判明。これらについては全て解体しフェン
スなどに置き換える方針で、8 月下旬から順次解体を進めています。
　今年度中に対象校全ての工事を終える予定ですが、1 日も早い完了を目指してまいります。

  

危険ブロック塀改修へ補助金制度危険ブロック塀改修へ補助金制度
公明党市議団の緊急要望がカタチに！

《問い合わせ先》 建築局建築防災課
　　　　　　　 Tel :045-671-2930

検索横浜市　ブロック塀等改善

小児医療費助成
来春、中学3年生まで拡大
小児医療費助成
来春、中学3年生まで拡大

　林市長は、核兵器廃絶国際署名につ
いて、10月11日に開催された決算特
別委員会にて公明党の質問に答え「6

月の平和条例を踏まえ、署
名を行う」と表明し、15 日
に署名を行いました。ピー
スメッセンジャー都市・横
浜の大きな前進です。

ヒバクシャ国際署名
に市長が署名
ヒバクシャ国際署名
に市長が署名

〔ブロック塀〕 〔除　却〕 〔新設フェンス〕

帆船日本丸の保存活用 新港9号客船ターミナルとハンマーヘッド

ハンマーヘッドパーク
（パース）

新港客船ターミナル
（パース）

←メルマガの
　登録は
　こちらへ

←メルマガの
　登録は
　こちらへ仁田まさとし 検索
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に っ た

に っ た



 

　
　     

『
健
康
経
営
の
取
組
み
』

　 

中
島
　
光
徳
（
戸
塚
区
選
出
）

　

本
市
で
行
っ
て
い
る
独
自
の
健
康
経
営

の
取
組
み
に
つ
い
て
目
的
と
普
及
及
び
効

果
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

局
長
及
び
担
当
理
事
か
ら
は
従
業
員
の
方
々
の
健
康

増
進
や
生
産
性
向
上
な
ど
企
業
の
経
営
力
向
上
が
目
的

で
効
果
測
定
の
調
査
で
は
従
業
員
が
健
康
を
損
な
う
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
る
労
働
生
産
性
の
損
失
額
が
、
従
業
員
一
人

当
た
り
年
間
7
6
万
６
千
円
で
あ
る
と
、
試
算
さ
れ
る
と

答
弁
し
ま
し
た
。

経
済
局

　

8
月
2
日
、横
浜
・
名
古
屋
・
京
都
・
大
阪
・

神
戸
の
五
大
市
の
公
明
党
議
員
に
よ
る
政
策
研

究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
認
知
症
対
策
の

取
組
と
課
題
」。各

市
の
施
策
・
取
り

組
み
を
発
表
し
意

見
交
換
。各
都
市

の
施
策
を
学
び
合

う
だ
け
で
な
く
更

な
る
施
策
の
充
実

へ
、五
大
市
と
し
て

国
へ
の
提
言
も
取

り
ま
と
め
ま
す
。
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9
月
15 
日
、
上

大
岡
駅
前
に
て

「
北
海
道
胆
振
地

方
中
東
部
を
震

源
と
す
る
地
震

災
害
救
援
の
会
」

の
有
志
の
皆
さ
ま

と
共
に
、
街
頭
募

金
活
動
を
実
施
。

多
く
の
皆
さ
ま

か
ら
頂
い
た
真
心
の
募
金
を
、し
っ
か
り
と
現
地

へ
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

北海道地震からの
早期復興を願って
北海道地震からの
早期復興を願って
北海道地震からの
早期復興を願って

LGBTの勉強会を開催LGBT の勉強会を開催LGBT の勉強会を開催

平
成
29
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
29
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
29
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

　

10 
月
26
日
、
公
明

党
市
議
団
は
林
文
子

市
長
に
予
算
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
頂
い

た
市
民
相
談
や
団
体

要
望
な
ど
を
踏
ま
え

て
、「
防
災
・
減
災
・

危
機
管
理
」「
子
育

て
・
青
少
年
」「
障
が

い
者
福
祉
」な
ど
、最

重
点
要
望
か
ら
各

区
要
望
ま
で
4
4
0

件
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

　
　     

『
市
営
地
下
鉄
上
大
岡
駅
を
改
修
』

　 

安
西
　
英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　

長
年
要
望
し
て
き
た
市
営
地
下
鉄
上

大
岡
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　

市
交
通
局
は
、「
計
画
で
は
、
京
急
線
と
の
連
絡
改
札
口

周
辺
な
ど
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
を
新
設
。音
声
案
内
な

ど
を
導
入
す
る
ほ
か
、
壁
や
天
井
も
一
新
す
る
。多
機
能
ト

イ
レ
も
2
か
所
に
新
設
し
、
う
ち
1
か
所
は
オ
ス
ト
メ
イ

ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
保
有
者
）
対
応
と
す
る
。

女
性
用
に
ト
イ
レ
に
化
粧
専
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
ほ

か
、入
り
口
の
段
差
解
消
に
も
努
め
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

交
通
局

 

　
　   

　
　『
高
齢
者
の
住
ま
い
の
確
保
』

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
住
ま
い
を
確
保
す
る

た
め
の
取
組
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
か
ら
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
相
談
体
制
や
仕
組
み
を
検
討
し
、
転
居
の
相
談
も

き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
、し
っ
か
り
支
援
す
る
体
制
を
整
え

て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
局

 

　
　   

　
　『
災
害
時
の
廃
棄
物
処
理
』

　 

和
田
　
卓
生
（
旭
区
選
出
）

　

横
浜
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
収
集
時
期
や
排
出
方
法
に

つ
い
て
、収
集
体
制
が
整
い
次
第
、発
災
後
概
ね
72
時
間
ま

で
に
順
次
収
集
を
開
始
す
る
こ
と
。「
生
活
ご
み
」
は
通
常

の
分
別
を
基
本
と
し
、壊
れ
た
家
具
や
家
電
な
ど
は「
片
付

け
ご
み
」
と
し
て
「
生
活
ご
み
」
と
は
区
別
し
て
収
集
す
る

資
源
循
環
局

 

　
　    

『
火
災
罹
災
者
へ
の
支
援
』

　 

竹
内
　
康
洋
（
神
奈
川
区
選
出
）

　

火
災
に
罹
災
さ
れ
た
方
は
当
日
、
親
族

等
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
て
い
る
現
状
で

す
。高
齢
単
独
世
帯
等
が
増
加
す
る
中
で
、
火
災
に
罹
災
さ
れ

た
方
の
、
当
日
避
難
、
宿
泊
場
所
の
体
制
、
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
か
ら
は
、単
身
高
齢
世
帯
等
が
増
え
る
中
で
、消
防

局
及
び
関
係
局
と
連
携
し
て
対
応
を
検
討
し
て
い
く
と
答
弁

し
ま
し
た
。

消
防
局

　
　
　

  

『
核
兵
器
に
対
す
る
取
組
み
と
国
際
協
力
』

　

 

高
橋
　
正
治
（
緑
区
選
出
）

　 「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
を
強
く
求

め
る
決
議
」
を
踏
ま
え
た
取
組
み
と
国
際

協
力
の
意
義
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

局
長
は
、
第
９
回
平
和
首
長
会
議
総
会
に
加
盟
後
初
め

て
参
加
し
、世
界
諸
都
市
と
連
携
を
確
認
、核
兵
器
廃
絶
の

願
い
を
共
有
し
た
こ
と
。そ
し
て
、
国
際
平
和
講
演
会
を
９

年
ぶ
り
に
開
催
し
平
和
の
市
民
啓
発
を
行
っ
た
こ
と
。ま

た
、国
際
協
力
に
つ
い
て
は
、都
市
課
題
解
決
の
経
験
を
も

と
に
、
途
上
国
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
や
、

災
害
対
策
な
ど
や
、
温
暖
化
対
策
等
の
世
界
的
な
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

国
際
局

　

9
月
1
日
、公
明
党
市
議
団
は
、石

井
国
交
大
臣
、
佐
々
木
さ
や
か
参
院

議
員
と
と
も
に
、
東
名
高
速
道
路
の

横
浜
青
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
第

三
京
浜
道
路
の
横
浜
港
北
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
を
結
ぶ
自
動
車
専
用
道
路
・

横
浜
環
状
北
西
線
の
シ
ー
ル
ド
工

法
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。2
0
2
0
年
の
開

通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

横浜北西線建設現場へ横浜北西線建設現場へ横浜北西線建設現場へ

横
浜
環
状
北
西
線
の
建
設
現
場

　

8
月
30
日
、
公
明
党
市
議
団
は
明
治
大
学
の
鈴
木
賢

教
授
を
招
き
、L
G
B
T
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

L
G
B
T
と
は
、
L
＝
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
G
＝
ゲ
イ
、

B
＝
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
T
＝
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
略
称
で
、
い
わ
ゆ
る
性
的

少
数
者
の
総
称
で
す
。日
本

に
お
い
て
も
人
口
の
約

6
％
を
占
め
る
と
の
推
計

も
あ
り
ま
す
が
、社
会
生
活

上
の
様
々
な
制
約
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

市
議
団
は
国
の
法
整
備

の
方
向
性
を
見
据
え
、市
民

意
識
の
啓
発
、横
浜
市
に
お

け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
等
の
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

       　
　
　

  『
S
N
S
い
じ
め
対
策
の
推
進
』

　 

行
田
　
朝
仁 

（
青
葉
区
選
出
）

　

昨
今
の
ネ
ッ
ト
い
じ
め
は
、
ネ
ッ
ト
パ

ト
ロ
ー
ル
で
も
分
か
ら
ず
、発
見
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
市
全
体
で
取

り
組
む
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

荒
木
田
副
市
長
は「
幅
広
く
捉
え
、本
市
と
し
て
出
来
る

方
策
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。引
き
続
き
、
い
じ

め
対
策
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
会

           　
　
　

  『
困
難
を
抱
え
る
若
者
支
援
』

　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
困
難
を
抱
え
る
若
者
を
支
え
る
仕

組
み
が
、ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
、セ
ミ
ナ

ー
・
相
談
会
を
よ
り
充
実
す
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

局
長
は
「
各
区
で
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
実
施
回
数

や
場
所
の
選
定
、
広
報
の
手
法
、
内
容
等
に
つ
き
今
後
検

討
す
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。支
援
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
ど
も
青
少
年
局

こ
と
。ま
た
、
地
域
防
災
拠
点
等
の
仮
設
ト
イ
レ
の
し
尿
収

集
に
つ
い
て
は
、発
災
後
2
日
目
か
ら
対
応
す
る
な
ど
、早

期
に
生
活
再
建
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
取
組
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。



 

　
　     

『
健
康
経
営
の
取
組
み
』

　 

中
島
　
光
徳
（
戸
塚
区
選
出
）

　

本
市
で
行
っ
て
い
る
独
自
の
健
康
経
営

の
取
組
み
に
つ
い
て
目
的
と
普
及
及
び
効

果
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

局
長
及
び
担
当
理
事
か
ら
は
従
業
員
の
方
々
の
健
康

増
進
や
生
産
性
向
上
な
ど
企
業
の
経
営
力
向
上
が
目
的

で
効
果
測
定
の
調
査
で
は
従
業
員
が
健
康
を
損
な
う
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
る
労
働
生
産
性
の
損
失
額
が
、
従
業
員
一
人

当
た
り
年
間
7
6
万
６
千
円
で
あ
る
と
、
試
算
さ
れ
る
と

答
弁
し
ま
し
た
。

経
済
局

　

8
月
2
日
、横
浜
・
名
古
屋
・
京
都
・
大
阪
・

神
戸
の
五
大
市
の
公
明
党
議
員
に
よ
る
政
策
研

究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
認
知
症
対
策
の

取
組
と
課
題
」。各

市
の
施
策
・
取
り

組
み
を
発
表
し
意

見
交
換
。各
都
市

の
施
策
を
学
び
合

う
だ
け
で
な
く
更

な
る
施
策
の
充
実

へ
、五
大
市
と
し
て

国
へ
の
提
言
も
取

り
ま
と
め
ま
す
。
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9
月
15 
日
、
上

大
岡
駅
前
に
て

「
北
海
道
胆
振
地

方
中
東
部
を
震

源
と
す
る
地
震

災
害
救
援
の
会
」

の
有
志
の
皆
さ
ま

と
共
に
、
街
頭
募

金
活
動
を
実
施
。

多
く
の
皆
さ
ま

か
ら
頂
い
た
真
心
の
募
金
を
、し
っ
か
り
と
現
地

へ
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

北海道地震からの
早期復興を願って
北海道地震からの
早期復興を願って
北海道地震からの
早期復興を願って

LGBTの勉強会を開催LGBT の勉強会を開催LGBT の勉強会を開催

平
成
29
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
29
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
29
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

　

10 
月
26
日
、
公
明

党
市
議
団
は
林
文
子

市
長
に
予
算
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
頂
い

た
市
民
相
談
や
団
体

要
望
な
ど
を
踏
ま
え

て
、「
防
災
・
減
災
・

危
機
管
理
」「
子
育

て
・
青
少
年
」「
障
が

い
者
福
祉
」な
ど
、最

重
点
要
望
か
ら
各

区
要
望
ま
で
4
4
0

件
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

　
　     

『
市
営
地
下
鉄
上
大
岡
駅
を
改
修
』

　 

安
西
　
英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　

長
年
要
望
し
て
き
た
市
営
地
下
鉄
上

大
岡
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　

市
交
通
局
は
、「
計
画
で
は
、
京
急
線
と
の
連
絡
改
札
口

周
辺
な
ど
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
を
新
設
。音
声
案
内
な

ど
を
導
入
す
る
ほ
か
、
壁
や
天
井
も
一
新
す
る
。多
機
能
ト

イ
レ
も
2
か
所
に
新
設
し
、
う
ち
1
か
所
は
オ
ス
ト
メ
イ

ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
保
有
者
）
対
応
と
す
る
。

女
性
用
に
ト
イ
レ
に
化
粧
専
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
ほ

か
、入
り
口
の
段
差
解
消
に
も
努
め
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

交
通
局

 

　
　   

　
　『
高
齢
者
の
住
ま
い
の
確
保
』

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
住
ま
い
を
確
保
す
る

た
め
の
取
組
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
か
ら
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
相
談
体
制
や
仕
組
み
を
検
討
し
、
転
居
の
相
談
も

き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
、し
っ
か
り
支
援
す
る
体
制
を
整
え

て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
局

 

　
　   

　
　『
災
害
時
の
廃
棄
物
処
理
』

　 

和
田
　
卓
生
（
旭
区
選
出
）

　

横
浜
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
収
集
時
期
や
排
出
方
法
に

つ
い
て
、収
集
体
制
が
整
い
次
第
、発
災
後
概
ね
72
時
間
ま

で
に
順
次
収
集
を
開
始
す
る
こ
と
。「
生
活
ご
み
」
は
通
常

の
分
別
を
基
本
と
し
、壊
れ
た
家
具
や
家
電
な
ど
は「
片
付

け
ご
み
」
と
し
て
「
生
活
ご
み
」
と
は
区
別
し
て
収
集
す
る

資
源
循
環
局

 

　
　    

『
火
災
罹
災
者
へ
の
支
援
』

　 

竹
内
　
康
洋
（
神
奈
川
区
選
出
）

　

火
災
に
罹
災
さ
れ
た
方
は
当
日
、
親
族

等
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
て
い
る
現
状
で

す
。高
齢
単
独
世
帯
等
が
増
加
す
る
中
で
、
火
災
に
罹
災
さ
れ

た
方
の
、
当
日
避
難
、
宿
泊
場
所
の
体
制
、
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
か
ら
は
、単
身
高
齢
世
帯
等
が
増
え
る
中
で
、消
防

局
及
び
関
係
局
と
連
携
し
て
対
応
を
検
討
し
て
い
く
と
答
弁

し
ま
し
た
。

消
防
局

　
　
　

  

『
核
兵
器
に
対
す
る
取
組
み
と
国
際
協
力
』

　

 

高
橋
　
正
治
（
緑
区
選
出
）

　 「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
を
強
く
求

め
る
決
議
」
を
踏
ま
え
た
取
組
み
と
国
際

協
力
の
意
義
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

局
長
は
、
第
９
回
平
和
首
長
会
議
総
会
に
加
盟
後
初
め

て
参
加
し
、世
界
諸
都
市
と
連
携
を
確
認
、核
兵
器
廃
絶
の

願
い
を
共
有
し
た
こ
と
。そ
し
て
、
国
際
平
和
講
演
会
を
９

年
ぶ
り
に
開
催
し
平
和
の
市
民
啓
発
を
行
っ
た
こ
と
。ま

た
、国
際
協
力
に
つ
い
て
は
、都
市
課
題
解
決
の
経
験
を
も

と
に
、
途
上
国
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
や
、

災
害
対
策
な
ど
や
、
温
暖
化
対
策
等
の
世
界
的
な
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

国
際
局

　

9
月
1
日
、公
明
党
市
議
団
は
、石

井
国
交
大
臣
、
佐
々
木
さ
や
か
参
院

議
員
と
と
も
に
、
東
名
高
速
道
路
の

横
浜
青
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
第

三
京
浜
道
路
の
横
浜
港
北
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
を
結
ぶ
自
動
車
専
用
道
路
・

横
浜
環
状
北
西
線
の
シ
ー
ル
ド
工

法
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。2
0
2
0
年
の
開

通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

横浜北西線建設現場へ横浜北西線建設現場へ横浜北西線建設現場へ

横
浜
環
状
北
西
線
の
建
設
現
場

　

8
月
30
日
、
公
明
党
市
議
団
は
明
治
大
学
の
鈴
木
賢

教
授
を
招
き
、L
G
B
T
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

L
G
B
T
と
は
、
L
＝
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
G
＝
ゲ
イ
、

B
＝
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
T
＝
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
略
称
で
、
い
わ
ゆ
る
性
的

少
数
者
の
総
称
で
す
。日
本

に
お
い
て
も
人
口
の
約

6
％
を
占
め
る
と
の
推
計

も
あ
り
ま
す
が
、社
会
生
活

上
の
様
々
な
制
約
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

市
議
団
は
国
の
法
整
備

の
方
向
性
を
見
据
え
、市
民

意
識
の
啓
発
、横
浜
市
に
お

け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
等
の
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

       　
　
　

  『
S
N
S
い
じ
め
対
策
の
推
進
』

　 

行
田
　
朝
仁 

（
青
葉
区
選
出
）

　

昨
今
の
ネ
ッ
ト
い
じ
め
は
、
ネ
ッ
ト
パ

ト
ロ
ー
ル
で
も
分
か
ら
ず
、発
見
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
市
全
体
で
取

り
組
む
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

荒
木
田
副
市
長
は「
幅
広
く
捉
え
、本
市
と
し
て
出
来
る

方
策
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。引
き
続
き
、
い
じ

め
対
策
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
会

           　
　
　

  『
困
難
を
抱
え
る
若
者
支
援
』

　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
困
難
を
抱
え
る
若
者
を
支
え
る
仕

組
み
が
、ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
、セ
ミ
ナ

ー
・
相
談
会
を
よ
り
充
実
す
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

局
長
は
「
各
区
で
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
実
施
回
数

や
場
所
の
選
定
、
広
報
の
手
法
、
内
容
等
に
つ
き
今
後
検

討
す
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。支
援
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
ど
も
青
少
年
局

こ
と
。ま
た
、
地
域
防
災
拠
点
等
の
仮
設
ト
イ
レ
の
し
尿
収

集
に
つ
い
て
は
、発
災
後
2
日
目
か
ら
対
応
す
る
な
ど
、早

期
に
生
活
再
建
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
取
組
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
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民衆の声

ボイス
民衆の声

ボイス
　横浜市会の平成 30 年第 3 回定例会において平成 29 年度決算を審査する特別委員会が設置され、
仁田まさとし市議は港湾局審査で質問しました。その中で、帆船日本丸の大規模改修や新港 9 号客船ター
ミナルの整備などを取り上げました。

　国産初の大型ディーゼルエンジンが搭
載され、リベット構造という造船技術史
上貴重な価値を有する帆船日本丸は、昨
年 9 月に国の重要文化財に指定されまし
た。船齢88年を超え老朽化が進むことか
ら大規模改修されることとなり 2020
年の東京五輪・パラリンピック前の公開
を目指します。
　大規模改修にあたって、重要文化財と
しての価値と安全性の両立、技術の保全・
保存と継承する人材の確保、改修への市

民の機運を
高め資金確
保に努める
こと等を求
めました。

　明治時代後期から大正時代にかけて整備され近代港
湾発祥の地である新港ふ頭に、新たな客船ターミナルの
整備が進められ、横浜開港 160 周年の明年秋の竣工を
目指します。
　また、その先には、100 年以上前に建造された大型港
湾荷役機械「ハンマーヘッドクレーン」があり、過日、土
木学会の土木選奨遺産に認定されました。それを保存
し、2020 年春に向けてその周辺を「ハンマーヘッド

パーク」として開港の
歴史を感じられる緑地
に整備されることが明
らかとなりました。

決算特別委員会で港湾局を審査決算特別委員会で港湾局を審査
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昭和 31 年 8 月　横浜市南区に生まれる
昭和 44 年 3 月　横浜市立大岡小学校卒業
昭和 47 年 3 月　私立浅野中学校卒業
昭和 50 年 3 月　私立浅野高校卒業
昭和 54 年 3 月　横浜国立大学工学部卒業
昭和 54 年 4 月　株式会社巴川製紙入社
　　　　　　　　 記録材料関連の研究開発および
　　　　　　　　 新規事業の企画・事業化に従事
　　　　　　　　 電子情報通信学会会員、
　　　　　　　　 画像電子学会論文編集委員を歴任

平成 6年 11 月　株式会社巴川製紙退社
平成 7年  4 月　横浜市会議員に初当選
　　　　　　　　　　　　 （現在6期目）

【議会役職】
建築・都市整備・道路委員会 委員
減災対策推進特別委員会 副委員長
【党役職】
県本部幹事会会長、同 南支部長
東海道方面本部副本部長

【家族】
妻と一男二女、母
【血液型】
Ｂ型
【座右の銘】
疾風に勁草を知る

横浜市会議員〔南区選出〕
動く、創る、変える。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
●

●子育て世代包括支援センターの展開
●母子保健コーディネーターの
　モデル配置
●小児医療費助成制度の対象年齢拡大
●保育・教育コンシェルジュの設置
●防災・減災推進員の創設
●防災ヘルメットの小学生への支給
●地域防災拠点の資機材の見直し
●健康寿命延伸施策の推進

●認知症サポーター養成の推進
●救急電話相談の開設と拡充（＃7119）
●「あんしん入居事業」の創設と拡充
●家庭ごみの「ふれあい収集」の実施
●アレルギーセンターの設置と拡充
●省エネ、再エネ、水素の利活用の推進
●南区総合庁舎のエネルギーの自立化と
　省エネ化
●横浜市国際平和の推進に関する条例の制定

が実現した【横浜市会公明党の主な実績】

　１０月４日より、市内全域で個人が所有するコンク
リートブロック塀等の改善工事を対象とした補助制
度が新たにスタートしました。
　対象は、①ブロック塀等の除却工事：多くの人が
通行する道路に面する塀などで、高さが１ｍ以上かつ
個人所有のものについて、原則、全て除去する場合
②軽量フェンス等の新設工事：除去工事とセットで

軽量なフェンスや門または生垣を設置する場合です。
　補助率は、①が対象工事費の9/10②が対象工事
費の 1/2、上限額は３０万円（ただし、新設工事は
除却工事と合わせた上限額）です。

　公明党市議団は、平成4年に初めて無料化を主張して以来、一貫
して制度の拡充を求めてきました。
　平成7年1月に0歳児の入院と通院が無料化、19年4月には対
象が就学前まで、さらに24年9月に小学1年、27年10月には小学
3年、29年4月には小学6年まで拡大。来年4月には中学3年まで
対象が拡大します。小学4年から中学3年については、1回の診療
で上限500円の自己負担が求められます。引続き、全額助成、所得
制限の緩和・撤廃を求め、さらなる制度の充実を図ってまいります。

●学校施設のブロック塀の安全対策　
　6 月に行った緊急調査に続いて、技術職員による専門点検を実施。その結果、現行の建築基準法
に合致しないブロック塀等を有する学校が61校あることが判明。これらについては全て解体しフェン
スなどに置き換える方針で、8 月下旬から順次解体を進めています。
　今年度中に対象校全ての工事を終える予定ですが、1 日も早い完了を目指してまいります。

  

危険ブロック塀改修へ補助金制度危険ブロック塀改修へ補助金制度
公明党市議団の緊急要望がカタチに！

《問い合わせ先》 建築局建築防災課
　　　　　　　 Tel :045-671-2930

検索横浜市　ブロック塀等改善

小児医療費助成
来春、中学3年生まで拡大
小児医療費助成
来春、中学3年生まで拡大

　林市長は、核兵器廃絶国際署名につ
いて、10月11日に開催された決算特
別委員会にて公明党の質問に答え「6

月の平和条例を踏まえ、署
名を行う」と表明し、15 日
に署名を行いました。ピー
スメッセンジャー都市・横
浜の大きな前進です。

ヒバクシャ国際署名
に市長が署名
ヒバクシャ国際署名
に市長が署名

〔ブロック塀〕 〔除　却〕 〔新設フェンス〕

帆船日本丸の保存活用 新港9号客船ターミナルとハンマーヘッド

ハンマーヘッドパーク
（パース）

新港客船ターミナル
（パース）

←メルマガの
　登録は
　こちらへ

←メルマガの
　登録は
　こちらへ仁田まさとし 検索

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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